
別添６ 
学習指導計画（９時間予定） 

学習目標 学習活動 支援および留意点 配当時間

○火山に興味・関心を

持ち、これから学習し

ていく内容に意欲的に

取り組ませる。 
○マナーを守った野外

観察ができるととも

に、観察した地層が読

みとれるようなスケッ

チができる。 

○野外観察の仕方につい

て説明を聞き、事前準備

を行う。 
○野外観察を行い、溶岩

や軽石、火山灰を採取す

る。 
○野外観察で行ったこと

をまとめ、発表する。 

○野外観察をするにあたっ

て、事前・事後指導を行う。 
○正しい野外観察ができる

ように、マナーやルールを

きちんと指導する。 
○生徒の安全に配慮する。 
 

 
 
 

５ 
（本時）

 
 
 
 

○マグマの粘り気と火

山の形、火山をつくる

岩石の色の関係を見い

ださせる。 

○マグマの粘り気と火山

の形、溶岩の色との関係

について考える。 
○小麦粉を使った実験を

行い、マグマの粘り気と

の関係をまとめる。 
○様々な火山と溶岩の写

真を見て、マグマの粘り

気と溶岩の色との関係を

まとめる。 
○浅間山のマグマは、ど

の程度の粘り気であった

かを予測する。 

○身近な例として、野外観

察に行った浅間山を例にす

る。 
○実験の際、小麦粉の扱い

に注意する。 
○マグマの粘り気と火山の

形に関係が見いだせない生

徒には、小麦粉に含ませた

水の量に着目するように助

言する。 
○マグマの粘り気と溶岩の

色に関係が見いだせない生

徒には、写真を見比べさせ

る。 
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○火山噴出物は、全て

マグマがもととなって

いることを見いださせ

る。 
○火山灰には、たくさ

んの鉱物が含まれてい

ることを理解させる。 

○野外観察で採取してき

た溶岩・軽石・火山灰を

見比べてそれぞれの特徴

を発表する。 
○これらが、何からでき

ているのかを考える。 
○火山噴出物についてま

とめる。 
○双眼実体顕微鏡を使

い、火山灰を観察する（実

○火山噴出物とマグマとの

関係が見いだせない生徒に

は、噴火がどのような現象

であるかを確認するよう、

助言する。 
○火山灰の観察は、全員が

同じものを観察できるよう

に、双眼実体顕微鏡の様子

をテレビに映して一斉に観

る。 

 
 
 
 

１ 
 
 
 
 
 



演）。  
○火山岩と深成岩との

つくりの違いについて

理解させる。 

○火山岩と深成岩のつく

りの違いを学習する。 
○火山岩は斑状組織、深

成岩は等粒状組織である

ということを学習する。

○それぞれの特徴を確認

するために、火山岩と深

成岩を観察し、スケッチ

し、まとめる。 

○正確なスケッチができる

ように、スケッチの良い例

と悪い例を提示する。 
○より、つくりの違いを観

察できるように、ルーペの

使い方を確認する。 
○火山岩には安山岩、深成

岩には花崗岩を用意する。 
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○火山岩と深成岩ので

き方の違いついて理解

させる。 

○火山岩と深成岩でつく

りが違う原因を考える。

○火山岩と深成岩のでき

方の違いについてまとめ

る。 

○つくりが違う原因を考え

る際に、結晶作りのビデオ

を見せ、でき方の違いに着

目させる。 
○前時に説明した斑晶や石

基がどのようなものかを再

度確認し、でき方と作りの

関係を結びつける。 

 
 
 

１ 
 
 
 
 

 


